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カルマ

この 写 真 集 は「 人 生 を旅しよう。」をブランドスローガンに 掲 げ るDUNLOP  R E F I N ED と
己 の 信じる道 を進 む 、人 生 の 旅 人 ・ 呂 布カ ル マ 氏との 出 会 い により生まれました 。













SHOES DA7005 独自のソール構造“bounstep”が着地時の衝撃を推進力に変換。厚底でありながら軽量設計。ヒザにやさしく、軽やかな一歩をつくり出す。







究極の着心地を求めて。

ナイロン2wayストレッチ素材がストレスフリーな着用感を実現。スナップボタンで着脱も瞬時に。

肌寒いときはさらっと羽織れ、脱いだらバッグにしまって持ち運べる。一年中着回せる万能シャツで

袖を通すたび、自然体の自分へ。

DUNLOP REFINED　LONG SHIRT ｜ COLOR ： BLACK ●　CHARCOAL ●　ICE GRAY ●　 SIZE ： M・L・LL















SHOES DA7004

アクティブなライフスタイルを足元から支える

アウトドアギア。かかとに搭載された高輝度

反射材が暗闇でも存在感を放つ。



LONG SHIRT





WOOL WASHABLE CUT TEE

ウール素材の温度調節機能で、柔らかで

快適な着心地に。シンプルなクルーネック

Tシャツは単体でも重ね着でも使いやすい

ベーシックデザイン。



INDIAN ASTROLOGY インド占星術

インドの有名占い師ラブ氏による人生の導き。

呂布カルマは自身のカルマに向き合うためインド占星

術での鑑定を受けた。その結果は、「10万人にひとり

の吉相」「ここまで素晴らしい結果が出る人はそういな

い」「時代が違うなら間違いなく王族」と驚くほど、仕事、

生活、家庭ともに最高の言葉を捧げられた。インド占星

術は厳しい運命を正直に告げるイメージがあるが……、

呂布カルマの現在は、インド文化への適性が強かった、

ということだろう。

「ここまで褒められると逆に胡散臭く感じますね」と照れ

くさそうに笑う呂布だったが、オールドデリーでの滞在を

通して、自身の新たな面が少しずつ見えてきたようである。

ただ「リラックスが足りない」ので、ムーンストーンを持

つべし、というアドバイスも。そこで、ムーンストーンを求

めて宝石店へ寄ったのだが……、勧められた商品は目

が見張るほどの高額であり、さすがの呂布カルマもその

場では手が出なかった。



、
ことわり

声をかけて頂くということでもあります。呂布さんは

ダンロップで『ムー』と旅をすると聞いた時はどうで

した？

呂布：もともとはダンロップの撮影旅行と聞いていて、
いろいろな場所は候補になっていたんですけど、最終

的に「インドに決まりました、『ムー』さんと一緒で

す」ってそこで初めて知らされました。「呂布さん、オ

カルト得意ですか？」って言われて、「全然信じてな

いです」って（笑）。

望月：そうですね。信じているイメージないなと思い
ながら、我々も打ち合わせを重ねてました（笑）。

呂布：でも実際にインドを見ると、オカルトもそうで
すけど自分の中の概念や日本というものが揺らぎま

すよね。ここはもう『The・俗世』という感じで、街は

すげー汚いし、悪いことをしている人もたくさんいる。

だけど、ここまでむき出しで生きている彼らを見ると、

直球ストレートで分かりやすいというか。ウンコって

めちゃくちゃ汚いけど、ウンコが汚いのは当たり前

じゃないですか。それと同じで、そもそも人間ってこう

いう生き物だったよな、って感じですね。建前の裏で

汚いものを抱えている人間よりも、汚い、嫌なところ

を見ている感じはしないです。

望月：ヒンドゥー文化では、辛い現世から「透明で何
もない世界にいこうぜ」という解脱が教義の一端に

あるんですけど、呂布さんはどう思われますか？

呂布：全然分からなくもない感覚ですね。「無」が一番
美しいというか。ゼロから生まれて、ゼロが一番シン

プルで美しい状態だと思うんです。そして色々なことを

やればやるほど足されて汚くなっていく。でも、生まれ

てきた意味を考えたら、いかに生きたままゼロに近づ

くか、なのかなと。

望月：解脱的な状態への考え方ですね。

呂布：それを答えとする考え方も理解できるという
感じですね。僕は死ななくなる―つまりサイボーグ

になる世代だと思っています。ヒンドゥー文化の理

からは外れていますが、死なないからこそ最期を想定

しない考え方です。現代の医療がさらに発達してい

くと、心臓が悪くなれば人工の心臓を入れて、胃や肺

も入れるでしょうし、アルツハイマーなどの痴ほう症も、

失われる記憶をクラウドに保存できるサービスが始

まるかもしれない。これが機械なのか、どういう形な

のかは分かりませんが、最終的に全てを治せるとな

れば、「死」は無くなりますよね。もう、人間が生き物

じゃなくなる時代がやってくるんですよ。すげー

『ムー』的なこと言ってません（笑）？

望月：確かに（笑）。量子コンピューターで意識が再

現されて、人間と機械が融合して新しい生命体に

なっていく……。

呂布：だから、「どうせいつか死ぬんだから、好きなこ
とやろうぜ」みたいな甘っちょろいこと言ってる奴ら

には「死なないかもしれないじゃん」って思いますね。

これがずっと続くんだよ、だからこそ丁寧に生きろ

よって（笑）。そのうち神様に作られた僕たちと、神様

と肩を並べた僕たちが生み出した新しい命に差がな

くなる時代が来るんじゃないかな。……って、あれ？

インド全然関係ない話をしてますね（笑）。

望月：でもトランスヒューマニズムの研究者じゃない
人で、その思考の境地にたどり着いているというのは

珍しいと思います。なんとなく勝手なイメージですが、

呂布さんってフィジカルな個体性を重視している方

なのかな、と思っていたので。今回のインド旅が呂布

さんにどう影響を与えるか楽しみですね。

呂布：そうですね。またちょっと感覚が変わるかもし
れないですね。

望月：ぜひお話を聞かせてください。まずは、お腹を
壊さないように、ですね。

呂布：道端のウンコも踏まないように（笑）。

望月：本当に（笑）。                    

インドで突き付けられた己の「カルマ」とは？ 

webムー望月哲史（以下、望月）：インドは初めてと
伺いましたが、印象はどうですか？

呂布カルマ（以下、呂布）：いや、もう本当にカルチャー
ショック。これほどこの言葉がしっくり来ることは無

いですね。一生分のクラクションを聞きました（笑）。

なかでも印象的だったのが路上生活者ですね。ガイ

ドさんから彼らの生活について話を聞いたんですけど、

「こいつら終わってるな」と思っているわけではなくて、

社会としてこうだから、しょうがないというか。彼らに

も事情があるから、と受け入れて、悪人として見てい

ないんですよね。本当にカーストもあるし、街はす

げー汚いし、悪人も多い。でも、ここまでむき出しだと、

そもそも人間ってそういう生き物だよなって感じがし

ます。道路事情や衛生管理についてもカオスなりの

秩序があるんだなと。

望月：ヒンドゥー文化では「カースト」と「カルマ」とい
うのは深く繋がっていますよね。カルマは日本語だと

「業」になりますが、『行動の結果が今である』、つまり

過去のカルマの結果、この人はこのカーストに生ま

れた、だからしょうがない、とういうのがあって。この

苦しい現世から解脱することが、ヒンドゥー文化の目

標なので、法的に見たら犯罪だとしてもそれを「しょ

うがない」とするのは、カルマのある人達、そしてカル

マがある社会を人々が受け入れているということなの

かな、と思いますね。ところで呂布さんは、なぜカルマ

という名前を？

呂布：呂布がかっこよかったから「呂布」だけ決めて、
後から語感だけで「カルマ」ってつけたんですよ。す

ごい中二病っぽい名前で。その恥ずかしいカルマを

精算し続けています。でも今では、いい名前だな、と

思っていますよ。僕はラッパーなんですけど、自分が

ラップしたことが良くも悪くも、そのまま返ってくる。

音楽にしろ、映像にしろ、僕のしてきた活動が記録と

して残っていく。僕だけじゃなくてSNSをやっている

人も皆そうだと思うんですけど、何者でもないから見

過ごされていたものが、掘り返されて。知らないじゃ

済まされないな、というのはありますね。『ムー』もネッ

ト記事を読んだことがありますが、「これを真に受け

たらえらいことやんけ」ということをサラッと記事に書

いてますよね（笑）。

望月：確かに（笑）。僕が月刊『ムー』に入ったのは
10年前なのですが、これまでは分かる人にだけが

分かる雑誌だったんですよね。でも今は電子版や

Web記事もあるので、その中でも一番過激な部分が

切り取られて記事として独り歩きしてしまう。そこが

まさに『ムー』なりの「カルマ」なのかな。でもまぁ、

そういう歴史やイメージのお陰で、ダンロップさんから

ごう

げだつ

呂布カルマ 「人生の旅」

混沌のデリー
vol.1









SHOES DA7001





SLIM FIT PANTS



防しわ素材とウォッシャブル性能を兼ね備えたこれまでにないハイテクウェア。フォーマルはもちろん、

カジュアルな佇まいでシーンを選ばずハード＆クリーンな使用感を実現。ONでもOFFらしく、OFF

でもONらしく。洗練されたライフスタイルを演出する。

高機能スニーカー DA7001は、デザイン性と履き心地を両立した一足。外から水を通さず、内から

空気と水蒸気を逃がす独自の通気防水機能が優れたユーティリティ性を発揮。

纏うのは、 機能と美。

DUNLOP REFINED
REGULAR JACKET / PANTS ｜ COLOR ： BLACK ●　 SIZE ： M・L・LL　　　
SHOES DA7001 ｜ COLOR ： BLACK ●　WHITE ●　BLACK / WHITE  SIZE ： 25.0 - 27.0・28.0・29.0・30.0cm













WOOL ZIP HIGH NECK



人生を織りなす、極上ウール。
   
細番手のウールを使った肌触りの良い素材で、1日中快適に。日常に寄り添うデザインは、美しい

シルエットと自由な動きを実現。

襟周りのディテールにこだわり、フロントジップ、クルーネック、モックネックの3モデルを展開。

素材のもつムードを活かした上品な仕上がりに。

DUNLOP REFINED　WOOL ZIP HIGH NECK ｜ COLOR ： BLACK ●　CHARCOAL ●　BEIGE ●　　 SIZE ： M・L・LL























SHOES DA7012 ドローコード仕様でフィット感の調整、着脱をスムーズに。メッシュを設けた伸縮性アッパーは高温多湿な環境でも快適性を維持。



DUNLOP REFINED　　
DAYPACK L ｜ COLOR ： BLACK / GOLD 　BLACK / SILVER 　BLACK / BLUE 　 SIZE ： 約32× 52×19cm
SQUARE RUCK L ｜ COLOR ： BLACK / GOLD 　BLACK / SILVER 　BLACK / BLUE  SIZE ： 約32×45（49）×15cm 
STRIPE BUCKET HAT ｜ COLOR  ： BLACK ●　BEIGE ●　GRAY ●　 SIZE  ： L
M TYPE CAP ｜ COLOR ： BEIGE ●　ORANGE ●　GRAY ●　 SIZE ： 56 - 59cm
LIB WATCH ｜ COLOR ： BLACK ●　GRAY ●　CHARCOAL GRAY ●　 SIZE ： 56-58cm
SMOOTH CAP ｜ COLOR ： GRAY ●　GREEN ●　CHARCOAL GRAY ●　 SIZE ： 56 - 59cm
C TWILL CAP ｜ COLOR ： BLUE ●　BLACK ●　BEIGE ●　 SIZE ： 56 - 59cm
SHOES DA7005 ｜ COLOR ： BLACK ●　OLIVE ●　GRAY ●　　SIZE ： 24.5 - 27.0 ・ 28.0cm
SHOES DA7012 ｜ COLOR ： BLACK ●　COYOTE ●　DARK GRAY ●　　SIZE ： 24.5 - 27.0 ・ 28.0cm

スタイリングの新たな発見に出会う。

モノづくりの本質にとことん向き合い、定番を進化させ続けてきた

DUNLOP REFINED。シューズはもちろん、その想いはバッグや帽子にも。

スタイリングの要を担う、アクセサリーラインナップも充実。





















たくさんあって。何体かは、崩れた土砂に巻き込まれ

てぶっ潰れてるんですけど、それでもまたそこに新し

い屋台が出てるんです。下から崩れたところを登って

くる人もいるし、たくましいですよね（笑）。

望月：その新陳代謝というか、インド人すごい（笑）。

呂布：みんな滝で遊んでましたし（笑）。道の補修は
多分行政がやるのでそれまでとは思うんですけど、

若者たちがそこに商売用の小屋を建てようとしてる

のを見ると、本当すげーなコイツらって。でも、みんな

ニコニコ笑ってるんですよ。車でゴリゴリした道を進

む僕らに「ワー」って手を降ってくれたり。なんかそれ

見たときに、敵わないなと思いましたね。

望月：オールドデリーのインタビューにあった「しょ
うがない」というマインドが、リシケシではある種ポジ

ティブな感じで発露してますね。

呂布：この環境でも皆ポジティブで、たくましくて。
満足できる環境ではないはずなのに周りと比べない

本当のおおらかさがありました。実はドライバーさん

が転がってた原付きを轢いちゃって、ブレーキを壊し

ちゃったんですよ。そしたら持ち主やその周りのヤツら

10人ぐらいに囲まれて「壊した！」って言って、ドライ

バーさんが連れてかれちゃって。僕たちは車に残され

て「マジかよ」ってなってたんですけど、少ししたら普通

にドライバーさんが戻ってきて。「大丈夫だったんです

か？」って聞いたら、「大丈夫。100ルピー（約180円）

払ったから」って（笑）。ブレーキレバーまでぶっ潰して

100ルピーって。もうちょっとわけ分かんない感覚（笑）。

望月：それは割に合ってるのか（笑）？おおらかです
ね～。山奥の村はオールドデリーとはまた違う感じ

ですね。

呂布：都会とは全く違う暮らしをしていましたが、デ
リーより全然良かったです。空気が綺麗で、クラク

ションの音がしない。水も綺麗なんですよ。山の人た

ちの生活を見ると、ミニマリストというか最低限の生

活をしているんですけど、みんな明るくて楽しそうで。

デリーより良い生活をしているように僕には見えま

したね。

望月：天国みたいな場所ですね。インドに来て超越
的な存在とか、宗教感に変化はありました？

呂布：それは特に変わりませんでした。でも哲学が
ありますね。デリーでもリシケシでも、道中でいろい

ろな神様の話を聞いたんですけど、神話的なエピ

ソードはともかくとして、人生や命や家族や社会に

ついて、考え方を提示している。いい年してインド

行ってかぶれて帰ってくるのを「だせぇ」と思ってまし

たが、かぶれたくなる気持ちも分かるというか（笑）。

日本は、清潔も極みまで清潔にしようとするし、食べ

物でもなんでも極めようと追求しすぎていますね。こ

こではカレーしか食ってないけど、インド人は「足る

を知る」を知っている感じがします。今ではインドの

良い部分は持って帰りたいなって思っています。

望月：インドで過ごしていると、「カルマ」というか自
分自身を見つめ直す場面は多くなりますね。

呂布：自分を振り返ることになりますね。インド人と
自分の差を見ることで自分がどういう部分に弱いか

とかよく分かりました。日本はルールとかシステムに

頼りすぎていて、インド人の方が人間らしい感じが

します。俺らが行き過ぎているのかな。そして、そん

な自分をなんか野暮だなって思ったんですよね。俺

こっち来たらモテねーなって思いました。まだまだ

ですね（笑）。

望月：ベタな質問ですが、日本に帰ったら何をした
いですか？

呂布：やっぱり仕事ですね。本当はこっちでも、夜に
集中して仕事しようと思っていたんですけど、あまり

にも疲れて寝ちゃってて（笑）。

望月：めちゃくちゃ真面目じゃないですか（笑）。
『ムー』もしばらく現世で仕事します。またお会いしま

しょう、ありがとうございました。

呂布：なんか急に現実の世界に戻る感じがしますね。
こちらこそありがとうございました。

旅の途中、アーユルヴェーダで疲れを癒す呂布カルマ。
体験の様子は袋とじで公開。

webムー望月哲史（以下、望月）：オールドデリーと
いうカオスな町から、ヒマラヤの麓のリシケシに来て

……どうでしたか？

呂布カルマ（以下、呂布）：オールドデリーは、服がボ
ロボロの子どもが路上生活をしていて、自分の子

どもぐらいの歳の子もいたし、分かってはいても目

に入るだけでやっぱりしんどかったですね。あと、

リシケシに来てからも変わらないですけど、不衛

生さとか。インド人のそのラフさみたいなのも、

やっぱり最初は免疫がなかったので、いちいちく

らってました。

望月：確かにそうですよね。聖地とされるリシケシに
来てガンジス川の印象はどうですか？

呂布：雄大ですよね。だけどやっぱ「汚え川だな」と
いうのが第一印象。沐浴している人も見ましたけど、

「ここで？」って思いましたし。でもガイドさんから話

を聞いているうちに、だんだんと神々しいものに見え

てきて。2日目に山間から見えたガンジス川は、すごく

美しいなと感じました。

望月：山はかなりアドベンチャーだったと聞きまし
たが。

呂布：3週間前に大雨があったらしくて道が壊れま

行ったんですけど、帰りには来た道がまたさらに崩れ

て通れなくなっていたり。4ケツした原付きの連中に

「この先、道が危ないから行かないほうが良いよ」って

言われたんですけど、Uターンする道幅もないから、

道路の原型をとどめていないグシャグシャな轍に

沿って進んでいくしかなくて。マジすごかったですね。

途中、土砂崩れで道が滝のようになってる場所が

あったんですけど、そこがちょっとした観光地になっ

てたんですよ。ゆうて3週間前の大雨でできた滝に、

人がいっぱい集まってて、その人たち目当ての屋台も

呂布カルマ 「人生の旅」

自己探求の結論は「カルマを抱えたまま生きろ」！

浄化のリシケシ
vol.2

webムー望月哲史（以下、望月）：オールドデリーと
いうカオスな町から、ヒマラヤの麓のリシケシに来て

……どうでしたか？

呂布カルマ（以下、呂布）：オールドデリーは、服がボ
ロボロの子どもが路上生活をしていて、自分の子

どもぐらいの歳の子もいたし、分かってはいても目

に入るだけでやっぱりしんどかったですね。あと、

リシケシに来てからも変わらないですけど、不衛

生さとか。インド人のそのラフさみたいなのも、

やっぱり最初は免疫がなかったので、いちいちく

らってました。

望月：確かにそうですよね。聖地とされるリシケシに
来てガンジス川の印象はどうですか？

呂布：雄大ですよね。だけどやっぱ「汚え川だな」と
いうのが第一印象。沐浴している人も見ましたけど、

「ここで？」って思いましたし。でもガイドさんから話

を聞いているうちに、だんだんと神々しいものに見え

てきて。2日目に山間から見えたガンジス川は、すごく

美しいなと感じました。

望月：山はかなりアドベンチャーだったと聞きまし
たが。

呂布：3週間前に大雨があったらしくて道が壊れま

行ったんですけど、帰りには来た道がまたさらに崩れ

て通れなくなっていたり。4ケツした原付きの連中に

「この先、道が危ないから行かないほうが良いよ」って

言われたんですけど、Uターンする道幅もないから、

道路の原型をとどめていないグシャグシャな轍に

沿って進んでいくしかなくて。マジすごかったですね。

途中、土砂崩れで道が滝のようになってる場所が

あったんですけど、そこがちょっとした観光地になっ

てたんですよ。ゆうて3週間前の大雨でできた滝に、

人がいっぱい集まってて、その人たち目当ての屋台も
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呂布カルマ
Ryoff Karma

DUNLOP REFINED公認大使

40歳 T177 B85 W76 H93

1983年1月7日生まれ、名古屋市在住。JET 
CITY PEOPLE代表。ラッパーとして活躍する
一方、グラビアディガー、コメンテーターとして
も異彩を放つ。
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WOOL CUT CARDIGAN

23F-DLR-11    

LONG SHIRT

23F-DLR-12    

SLIM FIT PANTS

23F-DLR-13  
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL

REGULAR FIT PANTS
23F-DLR-14  

COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

WIDE FIT PANTS

23F-DLR-15  
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

TX DAWN 50 
REGULAR FIT PANTS

23F-DLR-16
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

TX DAWN 50 
WIDE FIT PANTS

23F-DLR-17
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

COLOR ： BLACK ●　CHARCOAL ●　BEIGE ●　

SIZE ： M・L・LL　

COLOR ： BLACK ●　CHARCOAL ●　ICE GRAY ●　　
SIZE ： M・L・LL　

COLOR ： BLACK ●　CHARCOAL ●　BEIGE ●　

SIZE ： M・L・LL

REGULAR JACKET

23F-DLR-03  
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL

TX DAWN 50 
REGULAR JACKET

23F-DLR-04    
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

WIDE FIT JACKET

23F-DLR-05    
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

TX DAWN 50 
WIDE FIT JACKET

23F-DLR-06    

TX DAWN 50 HEATER VEST

23F-DLR-07    
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

WOOL WASHABLE CUT TEE

23F-DLR-08    

WOOL MOCK NECK

23F-DLR-09    
COLOR ： BLACK ●　CHARCOAL ●　BEIGE ●　

SIZE ： M・L・LL　

WOOL ZIP HIGH NECK

23F-DLR-10   
SIZE ： M・L・LL　
COLOR ： BLACK ●　CHARCOAL ●　BEIGE ●　

COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

TX DAWN 50 COAT

23F-DLR-01  
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

TX DAWN 100 BLOUSON

23F-DLR-02    
COLOR ： BLACK ●

SIZE ： M・L・LL　

W E A R



H A T  &  C A P ,  B A G

DAYPACK L 

23F-DLR-16

SQUARE RUCK L 

23F-DLR-17

SMOOTH CAP

3010132

COLOR ：  GRAY ●　GREEN ●　CHARCOAL GRAY ●　 
SIZE ： 56 - 59cm

C TWILL CAP

23F-DLR-14  

COLOR ： BLUE ●　BLACK ●　BEIGE ● 
SIZE ： 56 - 59cm

M TYPE CAP

3010331

COLOR ： BEIGE ●　ORANGE ●　GRAY ●　 
SIZE ： 56 - 59cm

STRIPE BUCKET HAT

3011321

COLOR ：  BLACK ●　BEIGE ●　GRAY ●　 
SIZE ：  L

LIB WATCH 

3020922

COLOR ： BLACK ●　GRAY ●　CHARCOAL GRAY ●　 
SIZE ： 56 - 58cm

COLOR ： BLACK / GOLD　
 BLACK / SILVER 　
 BLACK / BLUE  
SIZE ： 約32× 52×19cm

COLOR ： BLACK / GOLD　
 BLACK / SILVER 　
 BLACK / BLUE 
SIZE ： 約32×45（49）×15cm

https://sports.dunlop.co.jp/sportscasual/

S H O E SS H O E S

DA7001
COLOR ： BLACK ●　WHITE ●　BLACK / WHITE 　

SIZE ： 25.0 - 27.0・ 28.0・ 29.0・ 30.0cm

DA7002
COLOR ： BLACK ●　WHITE ●　BLAC K/ WHITE 　

SIZE  ： 25.0 - 27.0・ 28.0・ 29.0・ 30.0cm

DA7003
COLOR ： BLACK ●　NAVY ●　DARK GRAY ●　　

SIZE ： 24.5 -  27.0・ 28.0cm

DA7008
COLOR ： GRAY ●　CAMEL ●

SIZE ： 25.0 - 27.0・ 28.0・ 29.0・ 30.0cm

DA7011
COLOR ： BLACK ●　BLACK2 ●　WHITE ●　GRAY ●　

SIZE ： 24.5～ 27.0, 28.0cm

DA7012
COLOR ： BLACK ●　COYOTE ●　DARK GRAY ●　　

SIZE ： 24.5 - 27.0・ 28.0cm

DA7004
COLOR ： BLACK ●　KHAKI ●　LIGHT GRAY ●　　

SIZE ： 24.5 - 27.0・ 28.0cm

DA7005
COLOR ： BLACK ●　OLIVE ●　GRAY ●　　

SIZE ： 24.5 - 27.0・ 28.0cm



人 生 を 旅 し よ う。

目指し た の は、着 飾 る た め で は な く、

人 生 を 豊 か に す る こ と。

い。

し か し、私 た ち は 考 え る。

袖 を 通 す だ け で 気 分 が 高 ま り、思 わ ず 外 に 出 た く な る。

履 く だ け で 体 が 軽 く な り、ど こ へ で も 行 け る 気 が し て く る。

そ ん な 原 体 験 を 呼 び 起 こ す 装 い を 提 供 し た い。

最 高 の 快 適 さ と 品 質 で、

人 生 を 楽 し む、あ な た に 寄 り 添 う。



出　演 ： 呂布カルマ

撮　影 ： 塙新平

企画・編集 ： 「カルマ」編集部

撮影協力・監修 ： サプタムインターナショナル
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